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開催日及び場所 平成２３年５月１２日（木） 本社会議室 

委 員 田中俊充（弁護士） 矢橋晨吾（大学名誉教授） 西谷隆
亘（大学名誉教授） 高橋 明（水資源機構監事） 

審 議 対 象 

１．平成 22年度第 4四半期における 1者応札・1者応募
に関する点検について 
２．平成 22年度第 4四半期における随意契約に関する点
検について 

委   員 機構事務局 

・平成 22 年度は１者応札率
がかなり下がったと説明が

あったが、この効果はやはり

改善の取り組みが功を奏し

ていると見てよろしいか。 

・１者応札の改善の取り組み

について継続的に行ってい

くということで効果が現れ

てきているのではないかと

思っています。 

・例年４月の１者応札が高か

ったと思うが、４月というの

は１者応札になりそうな案

件が多いのか。 

・毎年４月の契約が１者応札

になりやすいものが多かっ

たため、契約時期をバラバラ

にして、なるべく参加しやす

いようにする等の対策をし

てきたところです。 

・１者応札の対策として早期

発注を行うとあるが、具体的

なところをもう少し説明し

てほしい。 
 

・年度が押し迫ってからの発

注ではなく、もう少し早く発

注ができたのではないかと

いうことです。年度末までの

工期設定ですと、張り付ける

担当の技術者がいないとい

う理由で応札が少なくなっ

ていると思われます。 
・年度末で技術者が確保でき

ないということであれば、工

事量を一定にある程度均等

に発注していくというのが

１つの方法ではないか。 

・他の整備工事と絡めながら

集約して発注できるものは

発注していきたいというふ

うに考えています。 

 
 
１．平成 22年度第 4四半
期における 1 者応札・1
者応募に関する点検につ

いての審議 
 

・４「弥富揚水機場特高変圧

器取替工事」の１者応札とな

った原因を見ると、「納入業

者以外は参加しにくかった」

とあるが、これに対する対策

は早期発注でカバーできる

のか。 

・知識のない方が初めての現

場で初めての装置を直した

りすると、やはりそれなりの

時間を要するということで、

時間が少ないと不利になる

と思われます。したがって、

なるべく長く時間を取って

新規参入の方も同じ条件で

参加できるような環境を整

えていくという意味で効果

はあると思われます。 
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・４の原因として「既設設備

の改修があり…」とあるが、

件名からするとこれは変圧

器そのものの取り替えで、そ

れがなぜ既設だからという

理由になるのか気になる。変

圧器を取り替えてもつなぎ

先の問題であって、既設がど

うこうの問題にはならない

と思うのだが。 

・辞退者に理由を聞いたとこ

ろ、よく仕様書を見ると、監

視制御をする部分について

は既設の監視制御システム

を、それから二次側の高圧設

備とのインターフェイスに

ついて若干の既存の高圧設

備の改修もということで、他

メーカーが製造した設備を

いじるということには技術

の保障がとれないので、短期

間の中では履行不可能と考

えているというような説明

でした。 
・既設の部分は既設で、取替

部分は取替で、というように

発注する範囲を少し見直せ

ば、大きな部分は競争になる

のではないか。 

・今回のインターフェイスの

部分は、発注者としては十分

新規でも参加するだろうと

いうことでやっております。

ところが、時間が足りなくて

とてもそこは手が出せない

ということで、これに関して

はもっと早期発注していれ

ばうまくいったのではない

かと思っています。 
・１０「一庫ダム管理用水力

発電設備整備工事」は１者応

札となった原因を「同種工事

の施工実績を有する会社及

び技術者が少ない」としてい

るが、世の中はこの業種に対

応できる会社が多くあるは

ずだが、これは一庫ダムや機

構に対する実績とかいう意

味か。 

・これは既設の水力発電設備

をオーバーホールする工事

ですが、こういったものを扱

う独立系の会社が非常に少

ないということです。電力会

社系やメーカー系のエンジ

ニア会社は、全く関係のない

メーカー製や関係のないユ

ーザーが使っていた設備に

はなかなか手を出さないと

いう意味です。 
・１５「管理用制御処理設備

予備品購入」の場合、既設の

メーカー以外の他系列が入

りにくいというのは明らか

だが、この場合も早期発注す

ればよいとなるのか。 

・思惑としては既設メーカー

系列の工事会社や部品販売

会社が競り合ってくるので

はないかと考えていました。 

 

・委員からの意見等を今後の

１者応札の対策に反映して

いただきたい。 
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・１５「朝明・竹谷用水路補

修工事」は他の緊急を要する

場合と比較して落札率が６

８．６％と低いが、これは特

別に何か理由があるのか。 

・この補修工事はパイプライ

ンの漏水を内側から補修す

る工事で、請負者はこのよう

な工事をほぼ専門で行って

いる会社です。この会社の立

地が工事現場に非常に近接

した場所に所在していると

いうこともあり、すぐに対応

できるという状況を勘案し

て見積もった結果、機構の積

算と比べまして、結果的に６

８．６％いう数字が出ている

と分析しています。 
・７「霞ヶ浦北浦湖岸堤防測

量業務」の落札率５３．２％

も低いが、これはどういう理

由か。 

・測量業務というのは緊急に

及ばず最近は全国的に落札

率が低くなっています。この

業務の内容は、東日本大震災

で被災しました堤防の縦断

方向の高さとか、横断方向の

被災状況を測量するという

一般的な測量業務というこ

とですので、緊急だからとい

う理由で低くなっていると

いうことではないと思われ

ます。 

２．平成 22年度第３四半
期における随意契約に関

する点検についての審議 
 

・委員からの意見等を今後の

随意契約見直しの参考にし

ていただきたい。 

 

 
○問い合わせ先 
埼玉県さいたま市中央区新都心１１番地２ 
  ランド・アクシス・タワー内    電話 ０４８－６００－６５００ 
水資源機構契約監視委員会事務局 

財務部契約課長     小島  隆（内線 2251） 
技術管理室技術調査課長 長井 剛彦（内線 4631） 


